
　いろいろな道具を使いながら、友だちやスタッフとやり取りを楽しむ時間にしています。

道具を使うことは難しいですが、友だちを意識して見てみるとやり方が分かったり、友だちに負けない

ように工夫することにつながっていきました。

　足元が不安定な平均台にのり、磁石のついた釣り竿を手に持ち、

魚を釣ることに挑戦しました。バランスが取れないので、より真剣な

表情で魚に付いたクリップに注目して磁石をくっつけていました。

　魚が全部取れたら、カゴの中の魚を並べて数え、いくつ取れたか

スタッフと確認をしました。

（目的）

　・バランスを取りながら歩いたり、釣ったりする

　・魚の数を自分で数える

　ピンポンキャッチは、卓球と類似しますが競い合うのでなく、相手がキャッチできる所にボールを

打つことで友達を意識するようにしました。エスカレートすると強く打ったり、取れないようにボール

をわざと外したりして勝負してしまう姿もあり、負けたくない気持ちもチラッと覗かせていました。

　ラケットは段ボールに絵を描いて、持つ向きを意識できるようにしました。

　帰りのお迎えの時に、家族の方にも参加してもらいみんなで楽しみました。

（目的） ・友だちを意識してピンポン玉を打ち返す

児童発達支援わぉんだより
１１月号《表現あそび》

🐟魚つりあそび🐟

ピンポンキャッチ

１１月の予定 （活動は当日の様子で変更することがあります。）

月・火…制作・感覚運動・集団あそび

木・金…制作・音楽・チャレンジあそび

※ 水筒と汗拭きタオルの用意をお願いします。


